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要1的
罰 四 年 ヨ月告 示 の高 等 学桓 学 習 指導 要 領で,新 科 目r凱 学 活用 』 跡設 置 盲 れ
た 。「凱 学 と五 閻 の活 餉 」,「社倉 生 活に お け 葛凱 理 的心 考 穿 」で 向容 炉 構 成 盲
れ,禮 者 で帷,社 童生 活 む どの 身 近む 事 魚を 耶 司上げ,凱 学 化 し,凱 学 の 手 怯
に よ,て 処理 し,モ の 結果 甚 現実 に煕 ら して醒 輯 す 轟 こ と甚姫 う ことに心 碁。
本 稿 で吐,「 社 害生 活心 どの身 近む 事 顕 」と して,店 顛 む どで 見か け 巻 「モ
ビール 」甚取 朔上 け,簡 単む 実 駅 を通 し てモ ーメ ン トの概 巷 甚定 式 化 し,凱 学
の 手怯 に よ,て 重 心を 乖 曲,モ の 結果 甚 もとに オ リ ジナル 哲 モ ビ ール と して 作
品 化 し,相 互 の作 品監 賞を 通 して,融 学を 活用 す 葛聾度 巾 凱学 的 活餉 の 稟 し喜,
鼓 学Oよ 盲甚 謡 識 で 岩 葛よ う,r畝 学 活 用 』 に 向 け た執 材 開 琵 を行 い,モO実
験 梗菜 を 通 した考 穿を 行,た もの で轟 葛。
キ ーワーF:モ ビ ール モ ーメ ン ト 重 心 凱 学 活 用
1.はじめに
加 四年 ヨ月に 告 示 盲れ た 高 等 学 桓 学 習 指 導
要 領 に 拍 い て,「 凱 学 と 五 間 との か か わ 朔中
凱 学 の 社 倉的 有 用性 に つ いて の 認識 甚 深 め 葛
と と もに,事 蟄 を鼓 理 的 に考 無 す 葛 能 力 を 養
い,凱 学 甚積 極 的に 活 用 す 葛 聾 度甚 育 て ξ」
こ とを 目標 に,新 しい科 目とし て 『凱 学 活 用』
{2単 位)跡 設 置 盲れ 巻 こと と む っ た 。 この
科 目吐,「 〔1)凱学 と 五 閻 の 活 軸 」 と 「〔3)社
害 生 活 に 脂 け 葛 凱理 的 む 考賓 」 の2っ の 向 容
で 構 畦 盲 れ,「 凱 学 的 心 見方 申 考 え 方,凱 学
白匂屯ぐ表 現 中 処 理,凱 学 的 活 靹 中 思 常 す 巻 こ と
の 葉 し吝 む どに 無 点 甚 当て,具 体 的 心 事 頸 の
考賓 を 通 し て凱 学の よ 盲を 認識 うよ うにす 葛」
もの で 島 碁 。
本 稿 で 帷,こ のr鼓 学活 用 』 に 向 けた 執 材
開 難 の 事 例 甚 紹 介 す 葛。 店 顛 む どで よ く 見 跡
け 葛魚 む どo癌 を 幣 で つ 葛 して,ユ ラユ ラ 捏
ら 曲 い て い 轟 「モ ビ ール 」 とい う身 近 心 事 魚
を 耶 朔上 け,モo事 蟄 を 鼓 学O世 界 に 定 式 化
闘1
し,凱 学の 定 理 申技 怯 によ って処 理 し,モの 諾
旱 甚 現 実 に煕 ら して 醒 租 す 葛 と い う一・連o鼓
学 化 サ イ クル を 踏庄 晃 た桓 菜を展 開 し,梗菜 佳
O生 徒 に よ 轟 評 価中 盛 想 文O牙 斬甚 通 して,
この 梗 菜 炉,ど のよ うに 生徒 た ちに 萱 吋 と曲
られ たoか を考 穿 して い く。
2.「モビ・一ル を作ろう」につ いτ
本 実 蹉 吐,も と も と 愛 知県 の 高桓 翻 師 を 中
心 と した 「西 三 サ ー ケ ル 」と 呼 ばれ 巻 鼓 学 執
育 の サ ー ウル に よ,て 開 髭 吝 れ た も の で あ 碁
{黒 田 ・小 榊,1舶 の 。 しか し,こ う した 開
琵 執 材 の 具体 的 む執 授 レ瓦ル で の事 例 研 垂 の
苗 積 吐 ま だま だ 十牙 と 帷 いえ ず,旧 来 の 執 材
で あ,て もモ の 意義 炉 も,と も 現れ 轟 現 実 の
状 況 申 文肺 を う庄 く設 定す 葛こ とで再 構成 し,
PI鮎 心 どで 明 ら跡 に 心,た 膏 日的 課 題 の 実
生 活 等 に 活用 す 葛力 串 鼓 学的 に 醒租 し 表 現 す
碁凱 学 的 コ ミュ ニサ ー シ ョン カ の育 成 む ども
撹 野 に λ れ,よ 弾難 展 盲せた か た ち でo事 例
研 垂 の 積お 重ね 炉:#曲られ てい 碁。本 実 蹉 も,
西 三 サ ー ウル の 実践 甚 量 煕 し つ つ,い くっ 跡
面 且 甚 加更 てい 葛。
喜 て,「 モ ビ ール 甚1乍1ろう 」o単 元 構 想o
犬 桿 吐,控 の 通 司で 島 轟。ま ず,第1時 で,
お も 司O蹟 甑 的 む牙 布 か らモ ー メ ン トo概 悲
を 導 λ し,モ れ を もとに 重心 の 定 式化 甚 行い,
単 位 正 方 癌で 構 成 盲れ た モ ビ ー ルo重 心 を 姫
う。 続 い て第2時 で 吐,単 位 正 方癌 甚 対 角 繰
で2牙 割 した 直 肯二 等 辺 三肯 嗜 を昔 ん だ 串 串
裡 雑 心 直 繰図 雁 のモ ビ ールの 重 心甚 姫 い,鞘
ヨ時 で,拍 も 中の離 甑 的 む場 音 を連 続 的 営 牙
布 に 拡 張 し定 積 牙に よ,て 定 式 化 し,モ れ を
用 い て 曲 繰図 癌oモ ビ ール申 龍 絢繰 ゴ マ を 作
成 す 轟。 鞘4時 で,省 自 オリ ジ ナル 心 モ ビー
ルo作 品 化に 耶 弾組 曹 。 最佳 に,完 成 した 作
品 の 鑑 當 倉の 場 誉設 定 して相 互 評価 甚 行 う。
問1で 軽 い 梅 に お も 朔を っ 轟し た と 音,ど こ
で宣 え た ら っ 司音 う跡 子想 盲せ 葛。
[質問1]図Oよ うに軽 い梅{こO棲O重 喜
帷無規 し庄す)を 用意 し,モ れをIO等牙 し
てOか ら10まで 目盛 朔ます。 目盛 袖2の と
こ乃に 鞄も 弾を2個,目 盛 中7の とこ乃に
おも 朔甚 訓固っ 葛した と音,ど こを宣土 た




子 想 ア.目 盛 弾 ヨoと こ 乃
イ.目 盛 司4の と こ ろ
ら.目 盛 融5の と こ 乃
工.目 盛 弾 日oと こ 乃
オ.モ の他()
砥 と ん ど の 生 徒 は,「 目盛 朔5」 で つ 朔 音
うと答 えた 。実陛 に 実駅 で確 跡曲,確 謡す 葛。
世 に,質 問2で,今 度 帷,ヨ1り 所 に 胎 も 朔
を っ 葛し た と音,ど こで 宣 え た らっ 朔音 うか
子想 盲せ 碁 。
[質問2]膏 度 吐,[質 問1]の 位 置 のお も 朔
に くわ え,目 盛 朔 ヨoと こ 乃に もお も 司を
1f固っ 」葛しヨ≡す 。 この と 音 ど こで ヨ≡此た ら
っ 中音 うで し 占 うか 。




9.「モビ ール を作ろう」の 授韮の 縦 容
撞 菜o冒 顛 モ ビ ールo説 明 を した 轟 と,質
子 想 ア.目 盛 弾4の と こ 乃
イ.目 盛 司5の と こ ろ
ら.目 盛 融 日のと こ 乃
工.モo他{)
こo子 想 吐,Eと 日o闇 とい う意 見炉 争 か
,た 。 こ の 正 確 む 値 甚 凱 学 的 に 確 か め 轟 こ と
は で 音む い か と い うこ とで,二E一 メ ン トo概
5麗
窟 宅≡導 λ す 」ら。 図1σ〕よ う`:牽由且宅≡起 点 とす
葛 目盛 朔Oっ い た軽 い 梅{棲 の 重 盲 吐 無 規 す
葛)炉轟 って 距離 胃の とこ ろに 拍 も 朔の 重 喜 川
彗牙の 力 炉 作 用 して い 葛 とす 葛。 こO回 転作 用
の 犬 岩盲 を,軸 且に 開 す 葛 力 ∫ の モ ーメ ン ト
とい う{モ ーメ ン トと 略称)。
　 　エ　キ　一
図1モ ーメントのモデル図
実陛 に,4.7の位 置で っ 朔音 う跡 実鞭 で 確課 し
た。 質 問1も 同 様で 轟 葛。
続 い て,こ の 応 用 と して,単 位 正 方 癌 で 作
ら れ た 「〒」O重 心 を 計 覧 で:#め,実 陛 に 穴
を開 吋て幣 を通 し モ ビ ール 作畦 した(図2)。
売 恒 どO質 問Oよ うに,単 位 正 方 癌 を 胎 も 司
に 置 岩捏 晃 て 計 耳 した 。 計 耳 で 乖 曲 た 場 所 に
穴 を 開 け て 幣 を 通 し,っ 朔音 う こ と炉 確 課 で
岩 碁 と,生 徒吐 嬉 しモ うだ,た 。
このモ ー メ ン トの大 岩 盲を,簡 単 心 思 考 実
鞭 に よ,て 定式 化す 葛 。
ま ず,軸 △跡 ら距離 胃の と ころ に 川彗の鞄 も
司甚 っ 葛 した場 膏 と,距 麗 甚2借 に し たhの
と ころ に 川彗O胎 も 司甚っ 葛 した 場音,続 い て,
軸 且跡 ら距 離 濯の と こ乃 に 川彗の お も 司甚つ 碁
した 場 音 と,重 盲甚2倍 に し た 加 彗o鞄 も 弾
を っ 轟 し た場 膏 で帷,ど ちら の 方炉 モ ーメ ン
炉 犬 岩い とい え 葛か,こ02バ 封一 ン に つ い
て 考 更 た。
す 葛 と,モ ー メ ン トo犬 岩 喜 吐軸 か ら作 用
点 ま で の 距離 とf乍用 点 で の力 の 犬 音 盲 に 比 例
す 葛こ と炉 牙跡 葛oで,
モ ー メ ン トの 大 岩盲 二 目盛 朔 胃瓦重 盲 川
と定 式 化で ≡≡葛。こOモ ーメ ン ト甚利 用 して,
2っ の 質 問を 解 いて ㌫ 轟。 目盛 司 呂(っ 庄 司
重 心)で っ 中音,た と す 葛。 呂に帷,モO物
体 の 重 盲 の圭 て 跡か 跡 轟 とい う鞠理 的 む 性 質
炉 あ 番の で,目 盛 中Oの 点を 基 準 と し て,軸
且に 開 す 葛モ ー メ ン ト甚考 土 葛。
[質閤2]で 帷,
目盛 朔2で のモ ー メ ン トは,2瓦2ニ4
目盛 朔 ヨでOモ ー メ ン トは,ヨ 瓦1ニ ヨ
目盛 朔7で の モ ーメ ン ト帷,7瓦 ヨニ31
目盛 朔 且でoモ ーメ ン ト帷,旦 瓦 日二 馳
下 向 音 のモ ー メ ン トと上向 音 のモ ー メ ン ト
炉 等 し く屯餌・と,梅 吐 回 転 し て しま うoで,
日 呂二4+ヨ+21





世 に,rF」 串rE」Oよ うに,遥 中に 出
,張 朔跡 あ 轟場 音 を 検 討 した 。 これ も,子 想
喜 せ て 実 鞭 で 確 か 曲 葛 とよ か,たoだ 炉,時
閻 の 開 係 上,出,張 朔の 部 牙 を 上 に く,っ け
て 考 え 葛 とい い と説 明 し,実 陛 に 計 算 して,
rF」 とrE」 の 二Eビール 甚 作 畦 して 確 か め
た 。 こO時 も,実 陛 に 計 覧 して っ 司音 う と,
「っ 朔音,た!」 と喜 びの 声炉 上跡,た 。
世 に,も う少 し祖 雑 む 図 癌oモ ビ ール{竈
の 癌)を 作 成 す 葛た め,単 位 正 方 癌 甚 牙 割 し










例 え ば,上o直 酋 三 肯 癌oモ ー メ ン ト帷,
世 の よ うに:#め ら れ 碁 。
O'O目 盛 司 二 且O目 盛 司+且 〔}'O長 盲
5調
127
ニ ー 十 一 二 一
2ヨ 日
む の で,
△ 」虹ヨ〔:!O二1≡一 メ ン ト
二 呂'の 目 盛 中 瓦 △ △日O重 喜 〔面 積)
〒1〒
ニ ー 瓦 一 二 一
日212
と む 葛 。 平 行 穆 靹 し た もoも 同 様 に 考 晃 て い




































































































































こOモ ー メ ン ト表 甚 利 用 して,「 由諏 」O癌
の 重 心 甚 計旦 で 車曲,実 陛に 穴 を開 け て 幣 を
通 して モ ビー ル を作 畦 した{図E)。 こ れ も,
上 手 くで 音葛 と 喜びの 表情 炉 見え た。
■lI空 」4





























た だ,こ の 時 に生 徒 に よ,て 吐,モ ーメ ン
ト表o作 成に 時 閻O差 炉 でて,早 偉と 理 醒 し
て 完 成 盲 せた 生 徒 もい た 炉,心 かむ か 理 解 で
岩ず,時 間炉 か 跡 った 生 徒炉 い た。 こo表 作
唄 ま,生 徒 同 士 の 話 し音 い で 学 習 甚 深 曲 た い
と い う意 図 炉 轟 ったoだ 炉,圭 体 で 確 謡 甚 す
葛時 間 甚確 保す 葛 とよ カ㌧ た と反省 してい 葛。
モ して,こo時 間o縮 わ 司に,こ の 学 習 向
容 中 モ ー メ ン ト表 を 利 用 して オ リ ジナ ル む モ
ビ ール 作品 を作 葛よ う課題 と して指 示 を し た。
ち 古 うど,保 誰 者 害 を 會 曲 た 連 伝 炉 轟 った た
め,竈 庭 学 習 と した 。 連 休 明 けO縮 菜 式 当 日
に,作 品 甚 色 瓶 に 溢 付 して 完 畦 盲せ,設 計 図
と と もに 提 出 盲せ た{図 日)。作 品 帷,様 舜
で,鞠 体 の 癌を ≡≡現 す 」轟もσ〕だ けで む く,「理 」
「凱 」「科 」 と い う文 字 の モ ビ ー ル 甚 作 為 生
徒 もい た 。 短 時 閻 で 上 手 に 作 畦 す 葛生 徒 に 盛
餉 した 。
た だ,自 由に 作 品 甚 作 轟陛,O非 封 称 む 図
癌 とす 葛 こ と,o正 方 癌 だ けで む く応 ず 三 酋
癌 を 組 ㌫ 迅 融 こ と,と 生 徒 へ 指 示 した 旺 う炉
よ 司学 習 炉 課 ま ったoで 帷 心 い 距㌔と層oた 。
咽噌■、由■」■















































度 」に つい て 帷 且 ・Bの 音計 炉 卯.4咄で 罰 朔,




作 品 の 鑑賞 倉 を行,て,1学 期甚 艦 更 た 跡
,た の だ 炉,子 定通 司に 進庄 ず,豆 季 休 菜 明
けの 学 桓 畢の 展 示甚 利 用 す 碁 こ とに し た 。 美
術 部 心 ど の展 示 の一・角 に 展示 盲 せて も らい,
毎 くの 五 に作 品 を 見て い ただ 音,想 想 と気 に
λ った 作 品を 記 λ して も ら うこ とに し た 。 生
徒 に 吐,展 示 甚 応ず 見 に 行 くよ うに 伝 更 た 。
実 陛,調 宅 牙 の 作 品炉 バ 阜 ル に 並 甚 と とて も






「稟 し 喜」につ い て
且 とて も稟 しか った ・・・・・・… 罰名 〔麗.臼咲1)
B葉 しか った 田名 〔47.4喘)
o何 も想o屯 沖 ㌧ た ・・・・・・…o名 〔o.o咄)
D菜 し くむ か ったO名 〔O.脾鱒
E:圭 く葉 し くむ 跡,た ・・・…o名 〔o.岬鱒






よ く牙か った1臨 〔姐.1咄)
牙両㌧ た21培 〔55.押の
どうと も言 た 心い ・・・・・・…1名 〔3.臼守ら)
轟庄 中わ か ら心両㌧ た…o名 〔o.o喘)




こ うした 辰応 炉 ど こか ら 生毒 出 盲れ たの か,
生徒 の 瞳想 文跡 ら考 穿 して 拍 こ う。
ま ず,癌 想 文o争 くを 占め 葛o炉 鼓 学o有




最 初 に,授 菜 佳 に 実施 し た 「築 し 喜」と 「理
醒 度 」に 封す 葛 ア ンケ ー トを 見 てお こ う。 こ
れ 帷,生 徒o主 観的 ・思 覚的 ・直思 的 む 評 価
で あ 碁跡,学 習 者の 目か ら担 業 跡 ど う望 けと
曲 られ て い 轟 の 跡犬 庄 か 心傾 向 を知 葛 こ と炉
で 音葛 。モ の 結 畢吐,「 藁 し盲 」に つい ては,
且 ・B音 わ せ た肯 定 的 心 評 価 炉1四 咄,「 理 醒
■ 蓋術 っ置いのに鼓学心 の炉す ごい と見い ヨ≡し
た。 こ うい う凱学的知識 誉持っ ことによ って,
璽ヴ ィンヂ もモナ リザの よ うむ すごい詮甚 抽 く
こ と炉で 音たので帷むい 跡とし毒O㌫ と想Uま
した。膏回は,ち 車っと蛮わ った観点で鼓 学甚
学蒼 こと炉で音て,と て も葉しか ったです。
■ 計覧帆 とて も犬蛮だ,た けど,出 来上炉,て
お中 んとっ 司音,た と岩,埴 亜1した し,嬉 しか
った。 とても稟 しかった。
■ モ ーメ ン トの計覧は難 しか ったけど,幣 甚通
して,バ ランス炉耶れた 時o達 成盛炉何だ かす
ご く気持ちよか,た です。
■ 自牙た ち炉習,た 鼓学 の知識 を使,て,モ ビ
ール炉っ 中音 う位置を 見っけられ番の帷 ,す ご
い ことだ心あ と思 った。 モの計 茸方怯で,ど ん
む癌oモ ビールで も作れ 葛oも すば らしい と思
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,た 。皇 し甚 朔に小学 桓 とかでの図工を したお
たい で菜 し両㌧ た。庄 た椎害炉轟,た ら,色 ん
む癌のモ ビールを作,て 毒たいと思 う。
■ 私 達炉習,た 凱学の 知識甚使,て モビ ール炉
年 ら占らにむら心い固 定で 岩葛値を 見っ けられ
葛の 誼す ごいと臣った 。 どんむ癌で も計耳すれ
ば ち中ん とっ 中音 うの で,色 肯心癌に撫 醜して
融た、・と思った。
身 近 む 事蟄 の 鼓理 的 む 考穿 を 行 う場 音,モ
の 事 魚 甚 定式 化 し,凱 学 的む 手 怯に よ,て 処
,里し,モ の昂吉果 を現 実 蒔:旦ら し て醒 耳尺す 」監,
とい う一連 の過 程甚経 葛の 帷重 要 む こ とだ 炉,
これ に 加 えて も う一・っ 犬 事む こ と帷,モ うし
て 迅 理 し た結 果 申醒 輯 炉 要 当 心 もの 跡 の 確 認
で あ 葛。 「自 牙 た ち炉 習 った 凱 学 の 知 識 を 使
,て,モ ビ ー ル 跡っ 朔音 う位 置 を 見 っ 吋 られ
葛o吐,す ご い こ とだ む 轟 と 思,た 」 とい う
盛 想 炉 典型 的で,生 徒 た ちの 有 用 性の 実 盛帷,
庄 盲に モo過 程O程 監 炉 轟,た 跡 ら こ モ で 轟
碁。 盲 ら に,モ れ炉 葉 し 盲ヰ1達成想 に もっ む
炉 って い 葛こ と も明 ら かで あ 乃 う。
凱 学甚 活 用 す 碁 聾度 帷 ど うだ 乃 う。 も ち乃
ん,こ うした 無 度炉 一・朝 一夕 に 育っ と 帷 考 え
て い 心 い 。 し か し,授 業 の 中 で,計 算 の 結 果
実 陛 に っ 司音 うこ と炉 即 座に ゴ ィー ドバ ・ヨケ
吝れ た 朔,オ リ ジナ ル む モ ビ ー ル と し て 作 品
化 盲れ 葛 こ と で,鼓 学 と現実 とo閣 わ 朔ヰ轍
学 の 糧 割 とい,た もの 炉 再確 謡 吝れ,モ うし
た 無 度o萌 芽 と む って い くと 期 特で 岩 葛だ ろ
う。 実 陛,モ うした 盛 想 も跡 心 司甑 見 盲れ た
の で 轟 葛{表 ヨ ・ア ン 毒「一 ライ ン)。
表8敢 学を話用する腰度
■ 今 回の授菜で,鞠 理 のて この原理帝図癌甚凱
学的 心撹点で考 晃葛とい う力炉養われて且跡,
たです。
■ っ 朔音い甚乖 め巻た 曲の計算炉あ 巻こ と甚初
曲て 知つた。三 酋寵の 二E一メ ン トを車曲 番の帷
難 しいけ ど,っ 朔音 う場所甚:#め葛計覧吐簡単
で築 しか,た 。 もっとい 乃い 引 乍,て おたレ・。
■ 身 の回 司でよ く見跡 け轟よ う心 もの甚,計 覧
甚使,て 乖め巻こと炉で 岩て,築 しか,た です。
三角 嗜のモーメ ン トむ どの計算吐少 し難 し跡,
た けど,し っ跡 朔理醒す 轟こと炉で 岩ま した。
鞠理の時閻に吐,モ の仕 組毒帷 ど うむ って い昌
の跡む どの既問を持 って 抽㌫た いと思いま す。
■ っ 朔膏いの とれ 轟点跡 牙か 轟ので,と て も葉
し跡,た 。今度帷曲繰o轟 葛癌o重 心甚:#め葛
方怯を知司たい。
これ ら 生 徒 の 盛 想 跡 ら,実 際 に 中 って 毒 番
・作 って 毒 碁と い う体 聾肋 ㌃学 び 甚 深 め ,稟 し
盲 中 達 成 思,充 実 瞳 甚 生 毒 だ し,盲 らに 作,
て 毒 た い とい う世 の 学 習 へ の 意 舘 跡 増 して い
葛 こ と炉牙 か 番だ 乃 う。
心 お,今 回 の 実 蹉 は,当 初 か ら鑑 賞 倉 甚 設
定 し,作 品 甚 相 互 に 蔓 流 し評 価 し音 う こ と も
目論 んで い た 跡,急 唾,学 枝 畢 の 展 示 に 切 司
替 此 た 。 「友 達 と話 し 膏 って 計 茸 した 朔,作
畦 した 融 して と て も稟 しか った 。 個 五 で モ ピ
ー ル を 作 って ,見 せ 音 った 朔す 葛の も稟 し 跡
っ た し,作 品 に 個 性 炉 出て い て 面 白か った 」
と い う声 申,「 最 初 跡 ら,学 檀 票 へ 展 示 す 番
こ と炉 わ か,て い た ら,も,と い い 作 品 甚 作
っ た の に … 」と い う声 炉 上 炉,た 炉,こ うし
た 文 脈 の 設 定 帷,学 習 の 定 着 だ けで 心 く達 成
盛 中 充 実 思 を 生 昨 だ す 効 果 とと もに,凱 学 的
コ ミ ュニ ケ ーシ ョ ンに もっ 心 炉 って い くだ 乃
う。モの 持 ち 方を 昔 め,今 佳 の 課題 と した い。
庄 た,研 垂 協 力 桓 の 諸 偉の 事 情 で,当 初 の 構
想 通 朔の 撞 菜 と 誼 む らむ か った 炉,モ の エ ・,
セ ン ス吐十 牙に 伝た られた もの と考 た てい 轟。
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